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               審   査   の   要   旨 
 
 本研究は、近世林政史に関する初めての本格的研究である。近世日本では大市場からの遠隔地に領主が主




 特に重要な第 1 は、18 世紀後半の農村荒廃からの復興と関係する 19 世紀初頭に始まる林政改革において、
藩の林政を司る「木山方」と称する機関への藩林政の実質的統一を明らかにした点にある。林政は藩領域全









平成 26 年 1 月 22 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
